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 第６節 活力ある暮らしやすいまち       
 

   

２ 産業振興 
＜めざすべきまちの姿＞ 

農業・漁業、商工業などの産業が活発なまち 
 

 

めざすべきまちの
姿が実現している
と感じない市民の

割合 69%

めざすべきまちの
姿が実現している
と感じる市民の割

合 31%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○産業は、都市の活力の源泉であり、市の財政、就業機会、市民生活などにかかわる

重要な要素です。国内全体において経済のサービス化＊や産業の空洞化＊が進む

中、今後も、鎌倉の特性や資源を生かし、時代に即した活力ある産業の実現を図る

必要があります。 

○本市の農業は、耕地面積、農家数及び農業従事者数について、いずれも減少傾向

にあります。農業経営の安定化を図り、担い手及び後継者を育成、確保することが

必要です。 

○本市の漁業は、定置網、しらす船びき網とわかめの養殖など沿岸漁業を中心に営ま

れていますが、周辺海域の漁業生産量の減少や魚価の低迷など一段と厳しい状況

となっています。つくり育てる漁業への一層の転換や漁港施設等の整備など、漁業

環境の改善により漁業経営の安定化を図り、漁業者及び漁業後継者にとって魅力あ

る産業としていく必要があります。また、水産物の供給はもとより、自然とふれあう場

としての漁港・漁場等を、市民と漁業者が一体となって守り育てていく必要がありま

す。  

○本市の商業、サービス業は、事業所数において全産業の 7 割以上、従業者数におい

て全産業の６割以上を占めていますが、ここ数年、年間販売額が大きく減少し、厳し

い状況にあります。観光都市の特性を生かし、商業・サービス業を基幹産業として育

成・発展させることが必要です。 

○本市の工業は、大規模工場の閉鎖が顕著となっており、これとあいまって製造業の

中小企業も減少するなど産業の空洞化が進んでいます。既存の企業や新たな企業

が事業展開しやすい環境を整備することが必要です。 

○市内事業所の９割以上を占める中小企業は、人材・顧客など経営資源の多くを地域

に依存しており、地域に根付いて発展していくことを望んでいます。これらの中には、

現状と課題 現状と課題 

（「平成 17 年度市民意識調査」より) 

■４割の市民は平和で、人種
や国籍、性、出身、障害など
での差別のないまちが実現
していると感じています 

 

経済のサービス化：経済においてサービスの占めるウェイトが拡大する傾向。たんにサービス産業を中心とした第３次産業の就業比率や総生産の割合の高まり

を意味するのではなく、第１次産業や第２次産業をも含めた経済全体において知識・情報・サービス型へシフトする傾向を意味する。 
産業の空洞化：国内の産業が、為替の変動、許認可による規制、人件費の高騰などにより、他国に生産拠点などを移し、結果として自国内の産業が衰退するこ
と。 

■「鎌倉市は、農業・漁業、商工業などの
産業が活発なまちだと思いますか。」との
問に対して、「とてもそう思う」もしくは「少し

そう思う」と答えた人(めざすべきまちの姿
が実現していると感じる市民)が、３割見ら
れます。 

市民満足度 
当初値(平成 17 年度) 
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小規模ながらも意欲の高い企業が多く含まれていますが、周辺環境との調和が課題

になったり、経営のノウハウや資源の不十分さなどにより、その意欲が実際の事業

展開に結びついていないケースも多く見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 都市農業の振興 

農地と消費地が近接している都市農業として、地域に即した農業の振興を図ります。 

２ 鎌倉ブランド事業の推進 

新鮮で安全な農水産物を供給するために、鎌倉ブランド事業＊を推進します。 

３ 沿岸漁業の振興 

（１）（仮称）鎌倉漁港の建設の検討、腰越漁港整備事業の推進など漁業施設の改善に

努め、地域に即した漁業の振興を図ります。 

（２）漁業経営の安定及び後継者の育成を図るため、栽培漁業＊に対する支援を推進し

ます。 

４ 商工業振興の推進体制の充実 

事業者、商工団体、市それぞれの機能と相互連携を強化し、商工業の振興を図りま

す。 

５ 地域の特性を生かした商店街づくり 

施策の方針 施策の方針 

【目標】 【施策の方針】 

１．都市農業の振興 

３．沿岸漁業の振興 

地域に即した都市農業＊・沿岸漁業の振興を
めざします。 

５．地域の特性を生かした商店街づくり 

６．産業環境の整備 

魅力ある店舗とにぎわいのある商店街づくり
を支援します。 

４．商工業振興の推進体制の充実 

８．特産品の開発、販路開拓 
中小企業の創業、経営安定、経営革新を支
援します。 

７．中小企業支援 

２．鎌倉ブランド事業の推進 

農業・漁業の経営安定と後継者の育成に努
めます。 

土づくり＊などを通じて環境にやさしい農業を
進めます。 

製造業や新規成長産業（医療福祉関連、生
活文化関連、情報通信関連、新製造技術関
連、環境関連など）の集積を進めます。 

目標 目標 

都市農業：定義に関し統一的な見解はないが、広義には都市及びその周辺における農業一般を指し、大消費地に近い農業地域、都市の生産緑地、市民農園
等において営まれる農業等を包含する概念。都市農業は、都市住民に新鮮で安全な農産物を供給するとともに、水や緑、自然空間の提供等により環境や景観
を維持し、ゆとりやうるおいを提供するという貴重な役割を担っていると考えられている。 

土づくり：土壌の物理性、化学性、生物性を改良することにより、作物根が良く伸張し、かつ、その根が、円滑に機能するように土壌環境を整えることによって、土
壌の作物生産能力を向上・保全することをいう。 
鎌倉ブランド事業：平成７（1995）年から、市内で生産された農産物に「鎌倉ブランドマーク（農産物用）」の表示を行い、新鮮で安全な農産物の普及促進を行っ

ている。地場野菜は、生産地から消費者までの距離が近いため、新鮮で栄養価が高く、おいしいと評判である。また、平成 15（2003）年から、水産物についても
「鎌倉ブランドマーク（水産物用）」の表示を行い、鎌倉で水揚げされた水産物等の普及促進を行っている。 
栽培漁業：稚魚・稚貝をある大きさになるまで人工的に養育し、広い水域に放流して自然の生産力を利用して成長させ漁獲を行う漁業。広義では水産増養殖業

全体をさすことがある。 
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商店街が「物販・サービスの場」「憩いと楽しみの場」「まちの顔」「地域コミュニティー

の核」となるよう、地域の特性を生かした商店街づくりを支援します。 

６ 産業環境の整備 

製造業や新規成長産業（医療福祉関連、生活文化関連、情報通信関連、新製造技術

関連、環境関連など）の企業が事業展開しやすい環境の整備に努めます。 

７ 中小企業支援 

融資や経営相談などにより、中小企業の創業、経営安定、経営革新を支援します。 

８ 特産品の開発、販路開拓 

特産品の開発や販路開拓を支援し、鎌倉の特性を生かした産業の展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新規開業届出事業所数(+) 【統計指標】 

 

 

■鎌倉ブランドの認知度(+) 【アンケート指標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な所管部・所管課】 

市民活動部 

観光商工課 

産業振興課 

鎌倉ブランドの農水産物を知っている市民の割合 

市内における新規開業者(個人・法人)の年間総数 
目標指標 目標指標 

当初値 

Ｈ22 年度目標
値 

H25 年度実績
値 

H27 年度目標
値 

205 事業所 

 

800 事業所 
 

 
225 事業所 

 

 

187 事業所 

当初値 

Ｈ22 年度目標
値 

H25 年度実績
値 

H27 年度目標
値 

68.1％ 

65.6％ 

70.6％ 

65.6％ 
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■市民満足度(+) 【満足度指標】 

 

 

 

 

 

■目標達成に向けた 25 年度の実績と自己評価 

【市民活動部】 

・地域の農業が抱える後継者不足や農地の遊休化問題の解決を図るための「人・農地

プラン(地域マスタープラン）」を作成しました。 

・農業者の高齢化や担い手不足による農地の遊休化対策として、農地利用集積事業に

取り組みました。 

・平成 26 年２月の記録的な大雪による被害を受けた農業者に対して、被災農業施設再

建、修繕等を支援するため、国の交付金を活用する施策に取り組みました。 

・腰越漁港改修整備事業は、平成 25 年度に、防砂堤等の付属工、岸壁等の舗装工、漁

港施設用地の排水施設の敷設及び港内道路の側溝工を実施し、工事全体の進捗率

は、事業費ベースで約 99%となりました。 

・鎌倉地域の漁港建設は、漁船の安全確保等の課題解決に向けて、漁業支援施設の規

模・機能・位置について調査を行うとともに、必要となる手続等の検討を行いました。 

・鎌倉市水産業振興協議会は、３回開催し、地場の海産物の流通について、漁業者及び

小売業者が課題を抽出し、意見交換を行いました。 

・市内の創業予定者及び新規事業に取り組もうとする中小企業者を支援する制度「鎌倉

市商工業元気アップ事業」を実施し、創業部門及びステップアップ部門において、計４事

業を認定、そのうち上位各１事業について補助金を交付するとともに、ホームページ等で

ＰＲ活動を行いました。また、21年度認定の２事業者について、中小企業診断士のフォロ

ーアップ診断実施による事業継続の支援を行いました。さらに、認定事業者に、イベント

等による特設販売場への出店機会の支援や、フェイスブックや twitter 等によるＰＲ活動

を行いました。 

・地域商業の活性化を図るため、売上及び集客力の増加が見込まれる事業、地域コミュ

ニティの形成に寄与する事業を実施する商店街に対し、事業費の補助を行いました。 

・地域特性を生かした商店街づくりをめざす商店街からの依頼に基づき、アドバイザーの

派遣（３回）を行いました。 

・経営革新のための事業に取り組む事業者（展示会等出展事業、人材育成事業、産業

財産権取得事業）に対し、事業費の補助を行いました。 

・ＢＣＰ策定のための研修等を行う事業者に対し、事業費補助が行えるよう、ＢＣＰの有

益性についてホームページ等で紹介しました。 

農業・漁業、商工業などの産業が活発なまちの実現状況について、

市民が実感している割合 

 

評価と展開 評価と展開 

当初値 

Ｈ22 年度目標
値 

H25 年度実績
値 

H27 年度目標
値 

33％ 

47％ 

36％ 

30.7％ 
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・中小企業融資、信用保証料補助、利子補給、セーフティネット保証などの中小企業支

援事業を引き続き実施しました。 

【農業委員会事務局】 

・農業者の高齢化や担い手不足による農地の遊休化対策として、市内農地の利用状況

を、１筆ごと目視で確認する「農地利用状況調査」を行いました。 

・農業委員会が設置した、「鎌倉市遊休農地解消対策協議会」により、市内で遊休化した

農地を復元するための実践活動を行いました。 

■８年間（平成 18～25 年度まで）の取組の評価 

【市民活動部】 

・鎌倉の農業、漁業は、鎌倉ブランドというツールにより、市民に浸透していますが、若い

世代や地域によっては、まだまだ認知度が低いのが現状です。しかしながら、市民満足

度調査の「農業・漁業、商工業などの産業が活発なまち」に対して、47.0％が、満足と回

答をし、目標値を 10％上回っています。産業別では農業については、農産物等ブランド

事業を展開しながら、農業振興に努めました。漁業については、腰越漁港改修整備事業

を実施し、鎌倉地域の漁港建設については、当面は、漁業者が抱える喫緊の課題解決

に向けた施策を実施していくこととしました。 

また、 商工業における、商工業の振興の推進体制の充実、産業環境の整備及び中

小企業支援、地域の特性を生かした商店街づくりに対する施策の実施は、各年、事業所

の新規開業届出件数が目標値を上回る実績となっていることなど、取組の成果を示すも

のと考えます。また、市民満足度指標も目標値を上回り、実質的に一定の評価を得てい

るものと考えます。 

【農業委員会事務局】 

・都市農業の振興に向け、優良農地の確保や遊休農地の解消対策、違反転用の防止

等に取り組んできました。 

また、平成 21 年の農地法の改正により、農業委員会としての取組が強化され、農地

の利用状況の調査等を積極的に行ってきました。 

「めざすべきまちの姿」は、農業、漁業、商工業が一体となって取り組むべきものです

が、農業は市民生活に直結した重要な産業であることから、今後も市内の農地の適正な

管理を行う必要があります。 

■25 年度までの未達成事業の課題・問題点など 

【市民活動部】 

・腰越漁港改修整備事業は、計画期間内での竣功ができませんでした。 

・鎌倉地域の漁港建設は、平成23、24年度のワークショップの成果や財政状況等を踏ま

え、漁港建設着工までの間、漁船の安全確保等の当面の支援策を優先する計画の見

直しを行いました。 

・地域消費力の向上、地域経済の活性化をめざし、鎌倉商工会議所によるプレミアム商

品券事業への支援を引き続き行います。 

・地元企業の PR、企業間でのビジネス交流、求職者と企業のマッチング機会の創出及

び地域産業の活性化を図ることを目的として、「企業情報発信・交流サイト」を開設、運

営します。 

【農業委員会事務局】 

・違反転用の防止や遊休農地面積の拡大を防ぐため、農地の利用状況調査等を積極的

に行います。 
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・遊休化した農地の復元のため、鎌倉市遊休農地解消対策協議会による実践活動を引

き続き行います。 

■第３期基本計画の施策の方針における今後の展開（取組方針） 

【市民活動部】 

≪農業・漁業の振興≫ 

・漁業は、漁業者の経営安定化及び後継者の育成・支援に努めます。漁業への市民理

解を深めるため、地場の海産物を安定的に供給するための施策の実施に向けた検討を

します。また、腰越漁港の効率的な漁業利用を図るとともに、鎌倉地域の漁業支援策と

して、台風等の災害から漁船の安全を確保するための船揚げ場等の設置に向けた課題

の解決に取り組んでいきます。 

・農業は、「人・農地プラン」に登載された担い手農業者、関係団体とともに、地域が抱え

る後継者問題や農地の遊休化問題を解決するために取り組むとともに、引き続き鎌倉ブ

ランド事業を推進します。 

≪商工業振興の充実≫ 

・事業者や商工団体との相互連携を強化し、商工業の振興を図ります。 

・製造業や新規成長産業（医療福祉関連、生活文化関連、情報通信関連、新製造技術

関連、環境関連など）の企業が事業展開しやすい環境の整備に努めます。 

・経営相談や融資制度の充実、受注機会の拡大を図ることで、中小企業の創業、経営安

定、経営革新を支援します。 

・商店街が｢物販・サービスの場｣｢憩いと楽しみの場｣｢まちの顔｣｢地域コミュニティの核｣

となるよう、地域の特性を活かした商店街づくりを支援します。 

・伝統工芸などを保存・継承するため、後継者の育成や資料の保存を図ります。 

【農業委員会事務局】 

≪農業・漁業の振興≫ 

・農地法に基づく農地の適正管理を今後も積極的に行います。 

また、農地の適正利用、遊休農地の解消、違反転用の防止に向け、市、県、ＪＡ等とも

連携を強化し、農地パトロールや利用状況調査等の取組を引き続き行っていきます。 
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■市民・事業者・ＮＰＯ等と行政の協働目標 

○ 商品・サービスの受け手（消費者）と担い手（事業者）との連携・協調により、新商

品・サービス・物産品の開発を行います。 

○ 鎌倉ブランド品の普及のため、みんなで協力します。  

参考：市民が期待する各主体の役割の大きさ 

ＮＰＯ・自治
会など

5%

企業
51%

行政・学校
23%

その他
12%

個人・家庭
9%

 

 
 

鎌倉市民評価委員会による評価 

この分野の８年間の取組は、十分であった。  

この分野の８年間の取組の進捗状況・取組のあり方に関する意見 

・後継者不足や農地の遊休化問題の解決を図るための「人・農地プラン(地域マスタ

ープラン）」が作成された。 

・鎌倉市の産業振興にとって、この８年の最も効果的であったのは鎌倉ブランドの創

出だったと思う。産業振興のツールとして「鎌倉ブランドマーク」の商標登録後の運用

管理、ブランド力向上などが進められ、ブランド事業が浸透し、大いに活用され、好

評を博した。漁港関係の海産物だけでなく、鎌倉ブランドの野菜にも注目度が高まっ

たが、どのような商品や地産の物品が鎌倉ブランドなのかコンセプトの分かりにくさ

もあった。産業振興の具体的な成果がもう少し見える評価を期待する。 

・鎌倉野菜などのブランド力強化やＩＴ産業の誘致等については、一定の成果が見ら

れるが、コストの大半を費やしている漁業については、どの様な効果があり、またそ

れが市民にどの様に影響しているのかが不明である。 

・製造業や新規成長産業を集積できるような場所もなく、研究開発は多いが、雇用吸

収力が小さい。 

・市と産業界が協働して産業振興に役立つ諸事業を実施してきたが、その成果を診

る商業統計調査資料が平成 19 年公表で古いため合理的な評価が難しい。なお、地

銀側のアドバイスも得たい。 

第３期基本計画に向けたこの分野に関する意見 

・産業振興指針に沿った施策運営を行って頂きたい。 

・農業・漁業共に経営の安定、後継者の育成など問題がある。地場産物は守って行きた

いがどのように施策として対応していくのかが不明である。若者が興味と魅力を感ずる

農業、漁業の改革が必要である。 

・地域における就業者や職種のバランスを考えて、産業振興を行う視点が必要である。

今後の鎌倉の将来を担う産業を育成する立場をとるべきである。 

市民等と行政 
の協働 

市民等と行政 
の協働 

■外部評価結果■ 

（「平成 15 年度市民意識調査」より) 
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・農業、漁業、商業といった産業のどこに焦点を当てて、どのように発展のバランスを創

るのか、鎌倉における産業（鎌倉を支える産業）とは何であるか、産業振興では何を目

的とするのか、産業振興を行うことは鎌倉市及び市民にどの様な効果をもたらすかを常

に明示しながらそれぞれの事業を実施して頂きたい。鎌倉の産業とは・・・について市民

に理解できる形で示して欲しい。 

・都市農業を活かした地産地消の奨励と 6 次産業への進展を図る必要がある。 

・漁業資源の長期的確保を念頭に置いた漁獲方法を実践すべきである。 

この分野の指標に関する意見 

・市民の産業振興意識は右肩上がり、開業の届け出件数も増加し、鎌倉ブランドの

定着もあり、市民満足度は高くなっている。しかし、産業振興の当初値は低く、目標

値も低く産業振興の意気込みが伝わってこない。満足度の肯定者が 47％に対し、否

定者が 53％もいることを重く受止めて貰いたい。施策コストとの効率性を考えながら

施策を実行していく必要がある。市民と作る鎌倉の産業振興を目指して欲しい。 

・評価指標として、商工業者の評価（満足度、納得度）を独自に把握すべきである。 

・新規開業する業者と共に、廃業または転出業者もいるため、差引を行った上で純

増を指標とすべきである。また成長を見るのであれば、資本金や法人税、事業税の

増減を見るべきである。 

・鎌倉ブランドの認知度は広くゆきわたってきたが、出荷量が少ないのが残念であ

る。そもそも、鎌倉ブランドとは鎌倉市が認定しているものなのか？それとも鎌倉で

栽培、採取されているものなのか？鎌倉ブランドの基準が曖昧である以上、その認

知度を指標とすることに意味があるか疑問である。 

・鎌倉ブランドの認知度指数の次に、それらの農水産物をどれぐらい日常で取り入

れているか割合も知りたい。  

この分野に関する総括意見 

・多額のコストが投入されているが、その結果誰にどの様な効果がもたらされている

のか全く見えない。 

・基本計画では製造業や新規成長産業を進めるようにあるが、本当に可能なのか？

実際の身の丈に合った鎌倉らしさをさらに鼓舞できる産業振興を、地銀との情報交

換などにより、さらに踏み込んで、施策を進行させる必要があると考える。 

・産業振興は市民の生活に密接であるが、発展させる為には観光分野とも連携して

いきたい。商業の大部分が観光であると考える。観光と産業振興を一緒にして将来

の産業ビジョンを策定し、そのもとで個別産業の支援を行っていくべきと考える。 

・ステイクホルダー（意見をもつもの、利害関係者）の視点がまだ十分でないと思う。

漁業振興など、地場産業の中でも手厚く支援を受けている業種は、受益者がきわめ

て限定されている。鎌倉に新たに立地している注目の企業など新たな産業振興支援

を考える必要がある。 

・都心から近い立地も生かして広めたい。 

・農家の後継者不足が課題であるが、所得が向上してくれば後継者不足も解決す

る。青年就農給付金制度の活用も一助となろう。就労面からも見ても財政面からも

産業の振興が重要視されねばならない。 

   

 



198 

 

実施計画 

■農地管理システムの導入（６－２－１－③) 

■農産物等ブランドの振興(６－２－２－①) 

■鎌倉地域の漁港建設(６－２－３－①) 

■腰越漁港の改修整備(６－２－３－②) 

■地域経済活性化の促進（６－２－４－①） 

■商店街にぎわいづくり(６－２－５－①) 

■モデル商店街整備事業の推進(６－２－５－②) 

■産業環境の整備(６－２－６－①) 

■新事業創出支援(６－２－８－①) 

 
個別計画 

■鎌倉市産業振興計画 

■鎌倉市腰越漁港整備基本計画 

 

事務事業評価 

■商工運営事業(市民-04) 

■中小企業支援事業(市民-05) 

■商工業振興運営事業(市民-06) 

■商店街振興事業(市民-07) 

■商工業振興事業(市民-08) 

■公衆浴場助成事業(市民-09) 

■伝統鎌倉彫振興事業(市民-10) 

■農業振興運営事業(市民-20) 

■市民農園事業(市民-21) 

■水産業振興運営事業(市民-22) 

■漁港施設管理運営事業(市民-23) 

■農業委員会事務(農業-01) 

 

関連リンク 

■農村政策(農林水産省) 

■食料・農業・農村政策推進本部 

■水産政策(農林水産省) 

■製造産業政策(経済産業省) 

■中小企業庁(経済産業省) 

 

 

http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/sangyou/sansin/plan.pdf
http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/sangyou/kosigoe/plan.htm
http://www.maff.go.jp/nouson/nouson.htm
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/syokuryo/index.html
http://www.maff.go.jp/suisan.html
http://www.meti.go.jp/policy/manufacturing/index.html
http://www.chusho.meti.go.jp/

